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研究成果の概要（和文）：当研究により、ベンガルにおけるカースト的社会秩序形成に結実する中世初期の社会変化、
すなわちブラーフマナ層のアイデンティティー、ネットワーク、文化的権威の確立、同業者集団の組織化およびブラー
フマナ層によるそれら集団の序列化と体系化への試みが明らかとなった。また、東インド他地域における社会形成過程
の相異についても、一定の示唆が得られた。加えて、未公表のものを含む６点の碑文の校訂・再校訂により、中世初期
南アジア史研究の史料拡充に貢献した。

研究成果の概要（英文）：This research reveals the social change in early medieval Bengal, which would culm
inate in the formation of casteic social order of the region, namely, the establishment of identity, netwo
rks and authority of brahmanas, the organisation of occupational groups and the trial of the former to mou
ld the latter into a hierarchical systematic order. It also gives a suggestion for different processes of 
social formation in the other East Indian regions. Apart from that, it contributes new evidences to the st
udy of early medieval South Asia through editions and re-editions of the six inscriptions including unpubl
ished ones. 
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１．研究開始当初の背景 
 南アジア中世初期史研究においては、イン
ド封建制論、分節国家論、統合的政体論など、
社会経済史の観点からその変化を捉える
様々な理論が提起・議論され、階層的な政治
権力の形成、農業の未開地への拡大、非農業
部族民の定住社会への編入などが共通して
認められるに至った。また、部族社会から都
市社会にいたる様々な社会が共時的に存在
することの理解と、それら多様な社会の相互
関係の、各地域の歴史過程に即した研究の必
要も明らかとなった。このような研究動向を
受けて、研究代表者も中世初期ベンガルの農
村社会とそこにおける社会関係・権力構造の
解明を研究課題としてきた。それを通して、
土地への権利の重層化、土地保有有力者層と
従属支配者層の台頭に伴う権力関係の複雑
化を基軸とする歴史変化の一定の方向性が
示されたが、一方で、このような変化がその
後の社会変化、特に現代まで続くカースト的
秩序にどのように繋がるかについて展望を
示す必要が実感され、本研究の着想に至った。 
 
２．研究の目的 
当研究は、中世初期東インド諸地域、すな

わちベンガル、ビハール、アッサム地域にお
けるカースト的社会の形成を、ブラーフマナ
ら識字エリート層による規範の構築と、他の
社会集団によるその受容・抵抗という諸社会
集団間の交渉の過程として捉え、その結果と
して形成された社会秩序の中世における展
開を展望し、また東インド諸地域におけるこ
のような社会変動の相違と類似性を考察す
ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 

当研究では、中世初期東インド諸地域にお
けるカースト的社会像の体系化とその受容
の過程を、諸社会集団の包含と彼らによる抵
抗の側面から再検討する。その際、諸史料の
研究を通してそれら諸集団間の権力関係を
考察し、このような社会形成の歴史的文脈を
理解する。また、各地域での現地調査により
その地理的・環境的差異への理解を深め、テ
クストのより適切な読解に資するとともに、
資料収集、特に各地域の博物館に所蔵された
銅板文書・像銘や遺跡に残された石碑などの
碑文史料の調査・収集に努める。 
 
４．研究成果 
 当研究の主な研究成果としては、以下の３
点が挙げられる。 
 
(1)中世初期ベンガルにおける社会形成過程
の解明 
 文献・碑文史料の読解を通して、ベンガル
における後代のカースト的社会秩序形成に
結実する、中世初期の社会変化の過程を明ら
かにした。その過程はベンガルの各下位地域
における農業拡大、農民層の階層分化の進展、

在地王権の成立とその下で統合される従属
支配者層の登場、両者の交渉・権力関係の推
移を背景とするが、新史料の校訂およびその
解釈により、東部における農業開発・国家権
力の初期の様相、南部における土地保有有力
者層の台頭などの過程がより明確となった。 
このような理解の上で、ブラーフマナ層の

アイデンティティー、ネットワークおよび権
威形成の過程を研究した。そこでは、５・６
世紀には在地土地保有者層の一部として未
だ明確なアイデンティティーを獲得してい
なかった彼らが、７世紀以降、政治権力によ
る土地・村落施与の主な被与者となる中で、
次第に自己のアイデンティティーを確立し
ていく過程がまず明らかとなった。９世紀以
降には王権の保護を受ける高位のブラーフ
マナらが台頭するが、彼らは北インド中心地、
マディヤデーシャの出自を主張し、学識・出
自・親族関係による他の在地ブラーフマナら
との区別の明確化を図った。彼らは儀礼の専
門家、適切な社会慣習の護持者として王権に
奉仕して土地・村落施与を受ける一方で、ベ
ンガル内外で移住を繰り返して、拠点村落を
中心とするネットワークを形成した。また、
プラーナ文献の編纂を通して農村の祭礼を
再編し、自己の関与を深めていった。このよ
うな活動を通して、ブラーフマナらは宮廷お
よび農村の双方に権威を確立し、それに基づ
いて後述のように自己の世界観・価値観によ
る社会の再編成・体系化を試みた。 
ブラーフマナ層によるアイデンティティ

ーとネットワークの形成と同時期に、職能集
団のアイデンティティー明確化と組織化も
進行していた。まず特筆すべきは、パーラ朝
王の発行する銅板文書の銘刻を専門とする
書記の諸家系の活動である。ある家系は東ベ
ンガルの出身地に基づくアイデンティティ
ーを保持しつつ、また別の家系は特定村落を
拠点として明示しつつ、北ベンガル全域から
ビハール東部に至る広範囲において同じ業
務を果たしている。そこには、ブラーフマナ
らと同様のアイデンティティー確立とネッ
トワーク形成の傾向が認められる。 
 商人集団についても同様の傾向が見られ
た。５・６世紀北ベンガルの諸都市において
彼らが同業者集団を形成し、同様の組織を持
つ職人、手工業者らと協力関係にあったこと
は同時代の銅板文書から知られるが、新発見
碑文により、彼らの一部が王権への武力奉仕
を通して従属支配者となっていく一方で、別
の集団は貨幣経済の浸透が進んだ農村部で
商業活動を継続していたことが明らかとな
った。これらの商人達は、農村の市場を拠点
としつつ、ヴァニググラーマと呼ばれる同業
者集団を横断的に形成し、独自の取り決めに
よって構成員の活動を規制するなど、自律性
と共同性を発揮していた。 
 13 世紀に編纂されたブリハッダルマプラ
ーナからは、このような同業者集団の組織化
に加えて新たな社会集団の編入が進む社会



状況に対する、ブラーフマナ層の対応が読み
取られる。彼らは、自己の権威を農村で確立
し、プラーナ文献の編纂により在地の慣習・
信仰体系を取り込む中で、新たな社会的現実
を自身の世界観・社会観に則って認識・解釈
し、他集団に対する自己の優位が保たれる形
で再編・体系化することを試みた。その際に
用いられたのは、悪王ヴェーナの身体からの
善王プリトゥと森林住民の始祖ニシャダの
誕生の神話と、４ヴァルナ間混交によって
様々な社会集団の起源を説明するヴァルナ
サンカラの理論であった。両者を組み合わせ
ることにより、定住農耕社会の拡大に伴って
接触が増大した外部社会集団と、台頭する諸
職能集団の双方の存在を説明するとともに、
それらを自己を頂点とするブラフマニカル
な価値観に基づいて序列化することが可能
となった。一方、諸職能集団の記述からは、
ブラーフマナらの、別系統の知識を有する書
記・医者・占星術師など他の識字層への認
知・妥協・警戒や、金商人・金細工師など富
裕商工業者層への警戒が読み取られ、そこに
はこの試みに伴うブラーフマナらと他の社
会集団との交渉と緊張関係が認められる。 
 ブラーフマナらによる体系化とそれを支
える論理は、近代ベンガルのカースト秩序に
つながるものであったが、それが他集団に押
しつけられ、受容されるに当たっては、中世
後期を通した長い過程が想定される。その過
程が単純でなかったことは、ブラフマヴァイ
ヴァルタプラーナにおける別の神話的解釈
の試みにも明らかであるが、テュルク勢力の
征服によりブラフマニカルな価値を保護す
る王権が失われる中でも、アーディシューラ
やバッラーラセーナという伝説的な王達の
事績という新たな正当化の形態を取りなが
ら、ブラーフマナらにより構想されたカース
ト的秩序は定着していったと考えられる。 
 
（２）東インド各地域における相異の展望 
 広範な現地調査を通して東インド各地域
の遺跡調査および史料収集を行うとともに、
上に述べたベンガルの事例との比較を通し
て、各地域における社会形成過程の相異を展
望した。オリッサではブバネーシュワル、ジ
ャジプル、プリー付近の遺跡を調査したが、
それにより平野に張り出した丘陵上に仏教
僧院が建立され、平地の著名ヒンドゥー寺院
群がいくつかの宗敎センターとして発展し、
また非定住社会が現在に至るまで存続する
当該地域の現状と歴史過程が理解され、主に
新旧デルタにより構成され、寺院を中心とす
るセンターが発展しなかったベンガルにお
ける社会形成の特徴、特にその中でブラーフ
マナと彼らの居住地の拡大が果たした役割
の重要性が浮き彫りになった。 
 アッサムではグワハティ、テーズプル、ナ
ガオン近辺に散在する、ブラフマプトラ川中
流域の遺跡を調査したが、その結果、５世紀
から７世紀の平野部の煉瓦建築から８世紀

以降の流域丘陵部の石造建築へと寺院建築
が変化する傾向が認められ、それらと碑文か
ら読み取られる河川流域から内陸への農業
拡大とそれに伴う非農耕社会との接触、さら
に彼らの宗敎センターのブラフマニズムへ
の包含の過程との関連が推定された。また、
ディブルガルからジョールハートに至るブ
ラフマプトラ川上流域の遺跡とヴィシュヌ
派僧院サットラの調査により、14 世紀に移住
したタイ族によるアホム王朝の成立と彼ら
によるブラフマニズム受容および労役に基
づく特異な社会制度の導入が、東インド他地
域と異なる、カースト的規制の弱い社会形成
をもたらしたことが展望された。 
 ビハールでの調査はガヤー県を中心とす
る南部に限定されたが、紀元前６世紀に遡っ
て都市および国家が存在し、ナーランダーを
はじめとする大規模仏教僧院やシヴァ派の
行者集団、ガヤーを拠点として葬送儀礼を専
門とするマハーブラーフマナや太陽崇拝者
であるマガブラーフマナなど様々な宗教権
威が共時的に存在・競合する同地域における
カースト的社会の形成は、その後のテュルク、
アフガン勢力の征服と定着もあってより複
雑な様相を呈したことが展望された。 
 
（３）碑文の校訂・再校訂による史料の拡充 
 ベンガルに関わる銅板文書４点、石碑２点
を校訂・再校訂したが、それらのうち２点は
未公表、３点は不十分な校訂しかなされてい
なかったものであり、以前の校訂に大幅な修
正と内容に関する詳細な議論を加えたもう
１点を含めて、中世初期南アジア研究の史料
拡充に貢献した。特筆すべきは、ラジビタ石
碑に見られる 11 世紀北ベンガル農村におけ
る、ヴァニググラーマと呼ばれる同業者集団
を結成した商人達の活動と、ヴァイニヤグプ
タの新銅板文書から明らかとなった５・６世
紀東ベンガルにおけるアージーヴィカ教団
の繁栄である。最後の文書に引用されたナー
タチャンドラの銅板文書からは、５世紀初頭
の東ベンガルですでに定住農耕社会の発達
と国家形成が進行していたことも判明した。
これらはいずれもこれまでの史料からは知
られていなかった事象であり、南アジア、特
に東インド中世初期史研究に新たな視点を
提供するものである。 
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